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介護職員スキルアップ研修
(実技 )

儡 7■死 設・争 栗 FJrの介 護 職 員 介護職員を対象に介護技術を高め、より良い介護を目指すことにより、利用者への
サービス向上を図る。
長野県介護福祉士会に依頼して、介護技術の基本について講習を行つている。 4回 2カ所 6時間 242シに

介護職員スキルアップ研修
(講義)

旧 f■地 誠・争 朱 所 の フほ 臓 員 介護職員を対象に介護の知識を身につけ、より良い介護を目指すことにより、利用
者のサービス向上を図る。
介護記録の意義や方法について、講義を行つた。 2回 2カ所 4時間30分 446ンヽ

局 In‐ 有 施 該 城 員 鮒 修 高齢者施設・事業所の中堅職員(主に
介護職員を対象)

高齢看厖設の中堅職員を対象に必要な知識と技術を高め、利用者へのサ,ビス
向上を図る。「利用者の安全・安心を考える」をテーマに講義、鼎談、グルニプ討議、
全体会を行つた。

4回 2カ所 4時間10分 563りヽ

り期 俣 胞 誠 官 埋 百 研 修 小規模施設(宅幼老所・4ヽ規模多機能
居宅介護・グループホームなど)の 管理
者等

小規模施設・事業所の管理者を対象に管理職の役割やマネジメンHこついて理解
を深め、施設運営の方法及び職場環境の整備など利用者へのサービス向上を図
る。
小規模施設における「労務管理の重要性について」をテーマに講義及び対談を

各 ⌒ f_

4回 4カ〕子 3時間 215人

小規模ケア施設スタッフ研修 1｀規模ケア施設 (署幼老所、クルーフ
ホーム、共同作業所等 )の職員

1日 目に、地域における小規模施設の役割や利用者ケアについて学び、2日 間、他
施設での現場実習を行つたあと、4日 目には演習を中心に、現場実習の振り返りや今
後の小規模施設のケアについて考えた。

4回 4カ所
9時間55分 (1・ 4

日目分 )

225ン｀

Ft会福祉施設右護師研修 嘔祉施設・事業所の介護職員事業所の
旨護師

社会福祉施設事業所の看護師を対象に専門職の知識や役割を理解し、利用者ヘ
のサービス向上を図る。
「看護職と介護職の連携・協働について」をテーマにしたため介護職員の参加があっ
た。

1回 1カ所 4時間30分 222A

厚吾看施設職 員研修 野 百 地 誠・ 予 美 FJTの 甲 堅 城 員 障害者施設の中堅職員を対象に利用者の視点に立った知識と技術を身につけ、君
調者へのサービス向上を図る。
早内で活躍されている2人の講師による講義演習を行つた。 2回 2カ所 5時間 88人

地域 彊 71LII進 研 修 市町村福祉担当職員、市町村社会福祉
協議会職員、福祉施設職員、自治会関
係者、民生・児童委員、ポランティア・
NPO団体関係者 等

認知症地域支援体制づくりに取り組む長野県飯綱町と、「認知症徘徊模擬訓練」に
取り組んだ同県大桑村。二つの事例をもとに、民生児童委員、施設関係者、行政・社
会福祉協議会職員等の参加者が、具体的な取り組みの進め方について意見交換を
行つた。            ・ 2回 2カ所 4時間40分 412人

蔵場研修担当職員研修 阻雲 侶 71L胞 改・中 町 何 任 芸 偶 砒 協 議 芸

の研修担当職員
キヤリアバスについて 施ヾ策の動向等について学ぶとともに、人材育成や事業展開

への反映について、講義が行われた。
また、社会福祉施設における安全衛生対策について講義・演習を行い、自職場に

おけるリスクマネジメントの推進について理解を深めた。
1回 1カ所 4時間30分 85A

ll会福祉施設新任職員研修 原則として、経験年数1年未満の社会福
祉施設等に従事する新任職員(嘱託・臨
時職員を含む)

先輩職員による体験談をはじめ、対人援助の基本姿勢および接遇や、地域、福
祉、専門職の考え方、さらには福祉サービスの根幹を成すコミュニケーション等、新
任職員として学ぶべき事項について習得した。         .´ 2回 2カ 所

10時間30分 (2

日)
802りヽ

高齢者施設。障害者施設リ
ダー研修

局 肺 有 馳 設・厚 吾 首 施 設 の 有 尋 岡 城 員

等
高齢者施設・障害者施設のリーダーに求められる役割・責任、組織の活用方法に

ついて理解を深めるとともに、職場における課題発見の着眼点と解決のための実践
手法を習得した。

1回 1カ所 5時間10分 187ン｀

必要性についての啓発が重要であると考える。(広報の充実等)

・特に、小規模施設・事業所は、職員が少ないので、研修を受けられるような環
境づくりが必要だと思う。
・職員の研修参加を促進するための、事業所への公的助成事業の展開。

・介護職員といつても経験年数も違い、施設・事業所の規模も違う中で、
研修を行わざるをえない。

・本会の研修体制では1日の研修が中心になつてしまうg

・キヤリアパスに対応した研修体系の構築について
,他研修実施機関との連携や情報の収集。

に併設が多いデイサービスなど、小規模施設・事業所に対して
は別に直接研修案内を送付し、大勢の参加につながるように努めている。
・研修ニーズに対応した研修の追加開催の実施・検討。
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FJr任職員研修 (岐早地域 ) 経験年数2年未満の福祉・介護職員(保育
所を除く)

隔7■・介護サービスの基本理念や職業倫理等を理解するととも
こ、基本動作や組織活動の基礎を学ぶ   ′

1回 1カ 所 3日 100ン｀

新任職員研修 (東濃地域 ) 経験年数2年未満の福祉・介護職員 (保育
所を除く)

隔祉・介護サービスの基本理念や職業倫理等を理解するととも
こ、基本動作や組織活動の基礎を学ぶ 1回 1カ 所 3日 80人

甲 賢 臓 員 研 修 経験年数2年以上の管理職を除く福祉・介
護職員 (保育所を除く)

中堅職員として期待される役割の理解と組織活動を推進する
ための知識・技術 (組織性)を学ぶ 1回 1カ 所 3日 80人

指導的職員研修 (岐早地域 ) 主任・係長、課長等の役職にある福4■・介
護職員 (保育所を除く)

職場のり
=ダ

ー、中間管理職として期待される役割の理解と組
織活動推進のための知識・技術(組織性)を学ぶ 1回 1カ 所 2日 80ノ｀

指導的職員研修 (東濃地域 ) 主任、係長、課長等の役職にある福祉・介
護職員 (保育所を除く)

職場のリーダー・中間管理職として期待される役割の理解と組
織活動推進のための知識・技術 (組織性 )を学ぶ 1回 1カ所 2日 80ン｀

社会福祉トップセミナー 社会福祉施設・介護保険事業所及び市町
村社協の役員・事務局長等

これからの法人運営・組織のあり方について学ぶ

1回 1カ 所 1日 100ン｀

福祉・介護施設職員接遇研修
(基礎コース)

福祉・介護サTビスに携わつている職員 利用者本位の質の高いサービスを提供するために必要な接遇
応対の基本と知識・技術を学ぶ l回 1カ所 1日 100メ (

福祉 :介護施設職員接遇研修
(ステップアップコース)

接遇研修基礎コースの受講の修了者また
は、他の機関が実施した基礎的な接遇研
修を終了した者

接遇改善における先輩スタッフの役署り、職場での接遇改善の
進め方について学ぶ

1回 1カ 所 1日 100ノ｀

介護職員記録研修 高齢者・障がい者関係の入所施設に勤務
している介護職員

介護職員が提供するサービスの日々の記録の菫要性について
学ぶとともに、介護記録のポイント・記入上の留意点を学ぶ

1回 1カ 所 1日 100フヽ

リスクマネジメント研修 (第¬回) 旧祉施設・介護保険事業所で介護職員の
は導を行う者およびサービス提供責任者

リスクマネジメントの考え万や厄対の万法、手政を防ぐための
危険予知訓練の手法について学ぶ

1回 1カ所 1日 140A

リスクマネジメント研修 (第2回 ) 福祉施設・介護保険事業所で介護職員の
指導を行う者およびサービス提供責任者

リスクマネジメントの考え方や対応の方法、事故を未然に防ぐ
ための危険予知訓練の手法について学ぶ

1回 1カ所 1日 140ン｀

固人情報保護対策研修 旧祉施設・介護保険事業所等で個人情報
つ管理を担当する者

個人情報保護に関する知識を習得するとともに、その管理・対
応についての手法を学ぶ 1回 1カ 所 1日 100ンに
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囃 餘 寺|ぎ誕韓
介護職員医療的行為基礎研修
(第 1回 )

侶 f■施 護・

`暖
保 阪 争 栗 FJTの

`唯
職 員 で

介護福祉士の資格を有する者
罰齢看・障がい者等に対する↑護現場において、必要な医療
の基礎知識および医療除外行為について学ぶ

1回 1カ所 1日 50りヽ

フ薩 臓員医環嗣fT

(第 2回 )

侶7■施設,介護保陳事業所の介護職員で
介護福祉士の資格を有する者

高齢者 '障がい者等に対する介護現場においてt必要な医療
の基礎知識および医療除外行為について学ぶ

1回 1カ 所 1日 50A

障 か い 有 価 lL関係 麗 設 戦 員 研

修
障がい看福祉関係施設の中堅職員で、3年
以上の経験のある者

章がい者の自立支援に対する理解を深めるとともに、個別支援
計画理解のための知識・技術を学ぶ

1回 1カ 所 1日 55A

補 響 床 健 悩 f■ 研 修 偶 仕・フト護 の 粟 粉 l_征季 して い る稚 駁 年 数

が2年以上の職員
局姉看・障がい者等に対する介護現場において、ストレスケア
こついて基礎知識及び対応について学ぶ

1回 1カ 所 1日 100,ヽ

rTl町何 位 云 脇 相 談 栗 務 征 子 首

研修
雨町有7■協の総合相談業務に従事する民
生委員及び担当職員等

市町村社協等の相談業務に必要な知識や相談援助技術を習
得する。

1回 1カ所 1日 95ンヽ

介護支援専門員実務研修受講
試験準備講習 `r護

文 残 早 門 員 美 粉 研 修 受 講 讀 駁 の 受 騒

資格を充たす者
介護支援専門員実務研修受講試験対策として必要な知識を習
得する。

1回 1カ 所 5日 150人

υ参刀口石アンケートに対応する研修を
"た

めの指導看情報(評半J・ 報酬額等)の収集
Э企画運営にあたる職員の確保と育成(人件費の確保を含む)

Э参加者のニーズに応じた研修プログラムの開発
Э研修会場の確保

①参加者募集にあたっては、事業所単位に開催要綱を配布す
社 ともに、ホームページで研修の周知を行う。
②定員を超えても運営に支障がない限りは、最大限受け入れ
を行う。
③参加申し込みが定員の倍以上であった場合には、予定開催
回数を増やして対応する。

Э参加費の一部または、全額補助を行う。  ~~
②研修参加日は出勤扱いとし、旅費の支給を行う。
Э研修日の代替職員の確保
Э法人又は事業所単位で必須研修と選択研修に分け計画的に職員が研修に参力]で
きる仕組みをつくる(キャリアパスヘの取り組み)
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囀 拳II習鶉 灘 :1鮮 聾 留 魃 要 L卯
=

翻 讐r 曇:邸:葺 :=r路封
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福祉協議会
訴任研修 I 匡蒙偶 fI施崚 の莉規 休用 百及 ひ絵 駁キ 鍬 Z牛禾 清

D者
講 義 1侶砒

'一
ヒスの埋思・動 同と耕 仕職 員へ の期待」

演 習「福祉サ ービスの実践 I」

演 習「職場生 活 の基 本動作 」
8回 5カ 所 12時間(2日 ) 423人

隣任研修 Ⅱ 前任研修 Iを修 了した者 演習 |コ ミュニケーションの基礎J

演習「組織活動の基本」
講義と演習「自己啓発の基本」

2回 1カ 所 12時間(2日 ) 107人

中堅職 員研 修 I 社会福7■事業の従事経験が2年以上で係長・主任
等の役職にない者

講義:福祉サービスの理念・動向と中堅職員への期待」
演習「福祉サービスの実践 Ⅱ」
演習「組織活動の自立的遂行」

3回 3カ 所 12時間(2日 ) :56人

平堅 戦 員 研 修 輩 甲堅職 員 俳 理 を受 講 した 者 ・凍 首 1職場 の 問 題 申

・演習「創意工夫と企画提案」ほか 1回 :力所 12時間(2日 ) 54人

中堅職 員研 修 Ⅲ 響肇 肛 員 妨 診 1・ ■を 父 講 し7~百 演習
'チ

ームワークの促進」
演習『職員指導・育成の基本」 1回 1カ所 12時間(2日 ) 38メ、

旧導 的 職 員 研 修 1 l■ 芸 侶 7■ 胆 設 において王 fL・ 係 長 澤 務 長 寺 の 役

咸にある者
講 義 l侶 l■サービスの理 念・動 同と指 導的 職 員へ の期待」

演 習「福祉サー ビスの実 践 Ⅲ」

演 習「部 門組 織活 動 の管理 」
2回 2カ 所 12時間(2日 ) 94人

償導 的職 員研修 Ⅱ 旧導的職 員研 修 Iを 受話 した看 演習 l部門の問題解決・改善改革」
演習「リーダーシップの基本」
演習「職員指導‐育成の展開」

1回 1カ所 12時間(2日 ) 38人

咆 議 長 千 運 日 官 埋 嘔 員 妨 診

I

FI云悩 fI地諏 の施諏長 寺 の官埋 r・J駆貝 講 霧

演習
悩 仕 ,一 ビ ス の 埋 思・ 期 lplと 運 日 官 鋼 賊 貝 へ の 期 待 」

福祉サービス実践Ⅳ」 1回 1カ所 12時間(2日 ) 45りに

,じ 諏長寺運冨官埋肛貝鉱診
Ⅱ

咆 敲 量 寺 理
=官

埋 嘱 貝 勁 診 ユ2~x語 し 7=百 ・浸 習 l管理者 の問題 解決 爆 題 作成」
・講 義 と演習「 管理者 としての 自己革新 」ほか 1回 1カ所 12時間 (2日 ) 26人

認知 JIつ ほ 夫政 百 勁診
'ほ

休 瞑 DL改 、予 未 駆 寺 の 栓 験 手 鍬 刀 Z`平 以 工 の

者
露 知 JI局 師 百 ,「証 の さ

^Ir・

J埋雇 、き

^r・
J利 議 ょ ひ 伐 f●Iの 省 待

7回 4カ 所 36時 間 (6日 ) 471人

7回中、2回 は政令
市からの委託のた
め受講料なし(テキ

スト代のみ)

認知症介護 実制 ―ダー研修 目齢看介護実務経験5年以上で、認知症介護実践
研修終了者

I認知症介護の在り方」:認知症介護のための組織論」l認知FI介護の実践
技法」「人材育成のための技法」

2回 2カ 所 60時間(10日 ) 57人

認知症対応型サービス事業
開設者研修

J｀ 規模多機能型居暑介護事業所・認知症高齢者共
司生活介護事業所の代表者

・:認知FI高齢者の基本的な理解」:認知症高齢者ケアのあり方」l適切な
サービスのあり方」
・講義と職場体験

1回 1カ所 14時間 (2日 ) 31人 2日 目は職場体験

認知症 対応 型サ ー ビス事 栗

管理者 研修

ι知疵対応型週助,「護争栗PI・ ′:｀現俣多伐屁型盾
む介護事業所・認知症高齢者共同生活介護事業所
つ管理者

1管理運宮に必要な指定基準等の正しい理解」:職員の労務管理」1適切な
サービス提供のあり方」 3回 3カ 所 11時間 (2日 ) 184人

J｀ 規模多機能型サーヒス琴
計画作成担当者研修

り` 規 俣 多 伐 |こ 聖 店 モ

'「

護 手 乗 所 の 目T回 r卜 pJC担 当

者であつて認知症介護実践研修修了者
舌暑介設計回・居暑介護更横計画を作成する上で必要な1基準の正しい知
哉」「適切なサービス提供」「利用計画作成演習」の知識・技術の習得 2回 2カ所 11時間(2日 ) 51人

回想 法 講 性 乙人侶 砒 厖 設 寺 に勤 務 す る有 ・講 義 1回 思漱 とは」:回想 沃 の効果」

「実 習「認知症高 齢 者 のグループ回想 の実 際」ほか 1回 1カ所 5時間(1日 ) 107人

認知症高 齢者 支 援講圧 老人福 l■又 lま介護 保限 事 業に従事 する看 ・認知症高齢者の基本的介護の見方、考え方
・認知症高齢者への対応 3回 3カ 所 5時間(1日 ) 343人

認知症介護予防講座 を人福祉又は介護保険事業に従事する者 ・認 知 FIに関する基 礎 請性
・脳 活性 イヒヨ1練につ いて 2回 1カ所 5時間(1日 ) 292人

P護反術塁掟議性 老人福祉施設等に勤務する者 ・講 義 l体の 位 組 み と働 きの 埋 鮮 J

・実技「基礎介護技術のポイント」 4回 1カ所 5時間(1日 ) 139人

コミュニケニシヨン技法講圧 に会福7■又は介護保険事業FJrに 従手する看 l■ 会 福 llL事業従 事 看 を対象 としたコミュニケーシヨン技法 の習得 3回 3カ所 10時間(2日 ) 128人

コミュニケーシヨン長法講腔 肇健 綿 を修 rした者 l■ 貪研 ■早栗従畢者を対象としたコミユニケーシヨン芙晟H漱の首得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 50人

藤染症講座 (初級 編 ) に会福7■ ttIま 介護保険事業所に従事する者 円用 者 の健康維 持 の ために必 要な感 染 FIについての基本的知識 の習得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 159人

懇業 症 講 風 甲 散 編 , l■芸 侶 7■又 は ,)護 保 限 畢 栗 所 に征 争 す る看 円用 有 の健 康 縦 書 の ため に 必 要 な患 槃 FIに つ いての 実 歳 的 知 識 の 習 得 1回 1カ所 5時間 (1日 ) 113人

ましの■の,「証‐ 護リー

ダーに必要な指導力養成講
,護保陳施設・事栗所に動務する看 ヤ護保限厖設の中間管理職・リーダニに必要な信導力の習得

1回 1カ所 25時間(5日 ) 58人

コ腔 ケア講座 老人福祉 施設 等 に勤 務する者 コ腔 ケアに必要な知 識・技術 の習得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 109人
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ヨ変を見逃さないための救急
講座 (高齢者編 )

ι人侶 7■施設 ‐ 護 保阪畢栗前に動務 する者 口:用 有 の 谷杯 尖 1しを見 透さ丁に対応丁るために必要 な知 識・技 術 の首 得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 60人

忌尖活見逃さないための政 息

溝座 (児童・障 害者 編 )'

だ重 慎 吾者施設 に勤務する者 利用者 の 不体変化を見 逃さずに対 5するために必要 な知識・技術 の 習 得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 44ンヽ

5齢看の転 lpl予 防 講 圧 老人福祉施設・介護保険事業所に動務する者 高齢 者 の転倒 予防 について、必要な知識・技 能 の 習得 1回 1カ 所 5時間(1日 ) 77人

ノスクマネジメント講 座 隈砒 サ ー ヒス畢 栗 廟・倉 護 保 限 事 栗 FJr職 員 施設・事業所の危機管理・安全管理に必要な知識・技術の習得 2回 1カ所 5時間(1日 ) 261人

介護従事者のための意識改
革講座

老人福7J唖設・介護保険事業所等に動務する介護
職員等 '醸

職 員 として必 要 な番 不 円 な会 勢・職 栗 意 識 の 習 得
1回 1カ 所 3時間(1日 ) 164人

フットケア講座 乙人福 7■ 施設・介護保険事業所等 に勤 務する者 苛Bll百へ り又振力 法 こノツト7ア・疋傾 7ア の利 凛 檄 nの 首 侍 1回 1カ所 5時間(1日 ) 64人

倉護職のための腰痛予防・リ
ラクゼーション講座

老人福祉施設・介護保険事業所等に勤務する者 倉護職の負担軽減のために腰偏予防・リラクゼーションについての知識・技
TIの習得

1回 1カ 所 5時間(1日 ) 65りk

リハビリテーション講座 者人程 7■厖設 ‐ 護 保横事業所等に勤 務 する者 針護保険事業所等におけるリハビリテーションについての知識・技術の習得 1回 1カ 所 5時間(1日 ) 88人

局節 有 のメイクア ッフ講 性 在人福 7■施設・介護保険事業所等に勤 務 する者 局齢 有 へ の支磯万法 としてのメイクアッフの 知識・技 術の 習得 1回 1カ 所 5時間(1日 20人

,護食講座 調問,泄 尋 栗 P7T・ グルーフホーム寺に動 務する看 ホームヘルバーやグループホームの職員の介護食調理に必要な知識・技
術の習得

1回 1カ 所 5時間(1日 ) 39人

装通・マす― 講 性 l■ 会福 71L厖設又 は介護保険事業所等 に動務する
'卜

護 41■・看 護 職 にXめ られ る破 通 マナー の 首 得 3回 3カ 所 5時間(1日 236人
掛 サービス行墓者とl´ て身{

認知症の人のためのケアマネ
ジメント講座

老人福 祉 施設・介護 保険事業所等に勤 務する者 認知FI肩齢看への支援万法としてのパーソンセンタードアケアの知識・技術
の習得 2回 幼 所 5時間(1日 ) 140人

社会程l■ミユセミナーAtl介
護報酬改定に伴う加算・減算
項目の効果的な経営への活
かし方の習得

l■会福 l■施設・介護 保険事業所等に勤 務する者 フ厳 敢 酬 改疋に伴 うカロ昇 颯 鼻 現 日の効 果 的な経富 へ の活 か し方 の習 得

1回 1カ所 3時間(1日 ) 115メ、

7■会福ljLミニセミナーB(高 齢
者の医学基礎知識 総論 )

匡雲 彊 孔 施 設・,泄 傑 陳 景 栗 PJF尋 に勤 務 丁 る者 高齢 者 の 医字基 FE知 識 の習得
1回 1カ所 3時間(1日 ) 145人

社会福祉ミニセミナーC(高齢
者の医学基礎知識 各論)

饉芸侶71L施設・↑護保瞑事栗助等に動務ず循 高齢 者 の 医学基礎 知 識 の習得 (疾患の各 総論 )

:回 1カ所 3時間(1日 ) 146人

社会福祉ミニセミナーD(褥 癒
(床ずれ)の原因と対策)

饉芸 侶 7■施 設・プト護 保 隈 畢 栗 前 寺 に動 務 丁 循 隣層 (床すれ )に関す る基本 的な知識の習得
1回 1カ所 3時間(1日 ) 106人

権利擁護・成年後見セミナー
(高齢者編)

琶人福 社 施設・介護 保険事業所等に動 務する者 認知FI呂 節右を更磯する
`)護

職として必要な権利羅番 成年後見の基本胚
知識・技能の習得 1回 1カ 所 5時間(1日 ) 109人

権利擁護・成年後見セミナー
(障害編 )

暉吾 看 福 祉 歴 設 寺 に到 務す る者 知的障冒看琴を更援する↑護職として必要な権利擁護・成年後見の基礎的
知識・技能の習得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 31人

非泄 ケア講座 F■ 芸 侶 71L厖設・弁 護 保 阪 畢 栗 所 手 に 動 務 す る看 ,護職 に必要な排 泄 ケアの基礎 的知識・技 術の 習得 1回 1カ所 15時 間(3日 ) 58ンに

肝護職 のため の薬 の 知識請 l■ 会福祉 施設・介護 保険事業所等に勤 務する者 l滋職 に必 要 な桑 の 基 撻 円 知 識 の 首 得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 108人

,護記録の書き方講座 (入門
偏)

入所系の社会福祉施設・介護保険事業所等に勤務
する者

P護職 に必要な介 護 記 録 の書き万の基促 的知識 の 習得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 76人

庁護 .d嫁の詈 き万 講 性 t週

折・訪 問編 )

直前・所 間 介 護 子 栗 所 に勤 務 す る者 ,護職 に必要な介護 記 録 の書き方 の基礎 的知識 の 習得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 78ン｀

,護職のストレスケアのため
のアロマテラピー講座

位芸彊7■施設・↑護保瞑子栗廟琴に到務する看 弁護職の′ヽ一ンアウト予防やストレスケアのために、自分自身でできるアロ
マテラピー基礎知識・技能習得

1回 1カ 所 5時間(1日 ) 56人

コンフライアンス講圧 l■ 会福 7■施設・介護 保限事業所等に勁 務 する者 幅■Lサービス事業従業者が最1氏備えておくべき、コンプライアンスの基礎的
m釜 .結能め羽各 1回 1カ所 5時間(1日 ) 66人

介護職のためのストレスマネ
ジメント講座

■会福 祉 施設・介護 保険事業所等に勤 務 する者 ,滋職 に必要なストレスケア予 防のため の知識 報 術の習 得
1回 1カ 所 5時 FEl(1日 ) 71人

頃聴 請圧 生会福 祉 施設・介護保険事業所等に勤 務 する者 陽仕 職 の 対 人 磯 朗 に必 要 な傾 堰・ 山 置 スキ ル の 習 得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 63人

弁護 スタツフを離 職 させない

指導 術講座

工云 僣 f■池 敲・つほ 沐 陳 争 未 町 寺 l■期 粉 り 0百 菌理 者 に必要な離 職 防止 のマネジメント習得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 63,k

載場 研修 IB当 者 話 圧 匡
=偶

f■胞 敲・つ職 保 瞑 季 果 町 寺 に 期 務 ,う 百 計画的な0」TやOF卜JTなどの職員の定着に向けた有効な研修を企画実施
するための知識・技術の習得 1回 1カ所 10時間(2日 ) 75りヽ

鸞 藤 鐸 輔 鋼 躍 羅蒲 1黒編 躍 蝙 鐸鏑轟鉾野轟銅撃轟塞聾:罫[撃無年曇業罷礁 曇:l票聾
・研修の受講者が特定の施設や事業者に片寄つており、特に小規模の事業所の受講が少ない。
・研修の成果が職場への還元や活用につながっていないし
・研修の実施効果を評価する手法がないため、研修の企画について、担当者の経験や受講者ア:

ケート(満足度)に頼りがちである。
・研修の受講が必ずしも受講者のキャリアアップにつながつていない。

疋 員 入幅 に上回る5昇 が あつたサ修 については、退カロで開催

受講不承者が希望する場合、「キャンセル待ち」で対応
可
雫
なものは、県

=部

地域だけでな
ず 1・

西部

～

域でも開催

より多くの人員配置を可能とする介護報酬等の見直し             ~~~
人材育成の重要性に関する経営者・管理者の意識改革
職員に研修を受けさせるために、施設や事業所が行つている予算や時間の工夫について情報提供




